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 ⽇本海に⾯した網野町の海岸では，例年⼤量のごみが漂着しており，特にプラスチックごみが
細⽚化し，粒径５mm 以下となったマイクロプラスチックは，⼿に取りにくく，⼤量に存在する
ため，⼈の⼿で回収が困難な状況となっている（写真１）。海岸の環境保全のために，細⽚化した
プラスチックごみを効率よく取り除くことが，喫緊の課題となっている。そこで，マイクロプラ
スチックに特化した除去装置を開発することで，網野町の海岸を綺麗にすることを⽬指した。 

 写真１ 網野町⼩浜海岸の現状 

 
 開発した２種類のマイクロプラスチック除去装置は以下の⼆つである。 

１）浮遊型マイクロプラスチック除去装置 
２）ふるい型マイクロプラスチック除去装置 

１）浮遊型マイクロプラスチック除去装置 
 浮遊型マイクロプラスチック除去装置では，簡易⽔槽を海岸に設置し，その中に⽔を満たす。
そして，この簡易⽔槽に海浜砂にまみれたマイクロプラスチックを投⼊することで，砂を沈め，
浮かんだマイクロプラスチックのみを回収する。まず⼩浜海岸に散らばるマイクロプラスチック
を含む砂を，次の２つの⽅法で集めた。 

l シダほうきを⽤いて砂浜表⾯のプラごみをほうきで集め，塵取りで回収する（写真２）。 
l ブロア集塵機を⽤いて，軽量で吸い込みやすい発泡スチロール類を回収する（写真３）。 
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 写真２ ほうきと塵取りでの回収           写真３ ブロア集塵機での発泡スチロール回収 

 
 次に集めた砂を簡易⽔槽に投⼊し（写真４），浮かんだマイクロプラスチックを回収する。その
ために⽔中ポンプで⽔流を発⽣させ，⽔⾯のごみを１箇所に集めた（図１）。 

  図１ ⽔中ポンプの⽔流で集める⽅法 

    

  写真４ 集塵機のごみを投⼊しているところ     写真５ 浮いているごみを回収する 
  
 ⽔⾯に集まったごみを網ですくい取り，ごみ袋に回収する（写真５）。 
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２）ふるい型マイクロプラスチック除去装置 
 ふるい型マイクロプラスチック除去装置では，砂浜の上を移動させることによって，マイク
ロプラスチックを含む砂が掻き上げられ，装置内に移動する。掻き上げられた砂とマイクロプ
ラスチックは，ベルトコンベアでふるい網に運ばれる。そこで砂は網から振るい落とされマイ
クロプラスチックのみが回収されるというものである（図２，写真 11）。 

  図２ ふるい型マイクロプラスチック除去装置 
 

    
  写真６ 完成したふるい型装置（物差１m）        写真７ 掻き上げ機部分 
 
 最も苦労した点は，掻き上げ機の製作であった（写真７）。箱型のプラスチック製物⼊れを⼀部
ギザギザに加⼯し，これによって砂がベルトコンベアに乗るようになった。しかし実際に動かし
てみると，⼩⾛りで動かさないと砂が載ってくれない。いちおうの完成をみたが，さらなる改良
を加えてより使いやすい装置へと発展させていく必要がある。 
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